
　（１）町内各自主防災会訓練　　　１０月２２日（日）　午前８時から

　（２）参加型地区防災訓練　　　　１０月２２日（日）　午前１０時から

                           ３　各自主防災会訓練実施要項

（１）訓練プログラム

種　別 時間 内　　容

まちづくり会議防災分科会資料

令和５年度　蝶屋地区防災訓練実施要項（案）

　蝶屋地区まちづくり会議では、地域ぐるみの防災対策を図るため、地区町内会に自主防災会の設置を促

しています。とりわけ突然発生する災害に対応するための防災訓練を最重要視しています。令和５年の訓

練は、昨年と同様に町内各自主防災会の訓練（第１訓練）と、参加型地区防災訓練（第２訓練）を実施し

ます。

　　　　　　　　　　　　　　１　訓練目的

　訓練目的は、先の５月５日に能登地方を震源とする震度６強、５強の地震が発生し、突然、緊急地震速

報の音声がテレビ、ラジオ、携帯電話、防災行政無線により鳴り響きました。この蝶屋地区も震度３程度

の揺れがありました。幸い被害等はありませんでしたが、皆さんは「その時、身を守る行動」を行うこと

ができましたか？令和５年度の訓練は、突然の緊急地震速報時「身を守る訓練」を行えたかどうかの行動

チェック表等を使いながら実施いたします。また、地区訓練においては情報収集訓練の他、蝶屋小学校体

育館で防災資機材を活用した防災体験訓練等を実施します。

　　　　　　　　　　　　　　２　訓練日時

○要支援者への声掛け
　　（救護訓練）

約１５分間
　シェイクアウト訓練後、予め町内会長から指名された人は、３人
一組で要支援者方への声掛けを行ってください。（安否確認）

○行動チェック表による
　集計

約２０分間
　一次又は一時避難場所等に集結（参集）した町民に対し、班長等
は別紙のチェック表にて行動内容の確認をお願いし記載願います。

○訓練開始 午前８時
　防災行政無線にて訓練開始の放送を行います。この放送は緊急地
震速報音とします。

○シェイクアウト訓練
　　（個々訓練）

約１分間
　屋内・屋外において放送を聞いた町民は、その場で「身を守る行
動」を行ってください。

（２）訓練会場

　白山市指定一次避難場所又は各自主防災会が指定した訓練場所
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○被災状況等の情報提供
　　（情報収集訓練）

約２分間
　一次又は一時避難場所等に集結（参集）した町民から被災情報を
聴取し、蝶屋公民館に設定した情報収集場所へ所定の様式に従って
電話連絡してください。（訓練開始から３０分以内）

○各自主防災会の自主訓練 一任
　各町は、事前に提出した防災訓練実施計画書により訓練を実施す
る。（内容等については一任）



　４　参加型地区防災訓練実施要項

（１）訓練プログラム

種　別 時間 内　　容

○防災資機材庫見学 午前１０時 　蝶屋公民館、蝶屋小学校防災資機材庫を見学する。

○防災体験訓練
午前１０時
３０分 　蝶屋小学校体育館にて４グループに分け訓練を実施する。

○情報収集訓練
午前８時
　３０分

　まちづくり会議役員が蝶屋公民館ロビーに情報収集場所を設置
各自主防災会から所定様式の内容に沿って報告された内容を集計

○参加者参集及び訓練説明
午前９時
　４５分

　各自主防災会から約１５～２０名の参加は、蝶屋公民館の設置し
た仮設ボランティア受付場所にて受付を行い、訓練説明を受ける。

　Ａ～Ｄの４グループに分かれ、午前
１０時頃から訓練を開始する。体験資
機材は、各グループの一角に置いてあ
ります。訓練終了時は元の位置に、戻
してください。訓練時間は、約１５分
を予定しており、合図とともに順繰り
に移動して訓練を実施して下さい。

Ａグループ：段ボールベットの
作

　　　成（５セット）
鹿島平３町・鹿島新町

Ｂグループ：間仕切りの作成
　　　　　　　　　　（４区
画）

鹿島町・蓮池町・西米光町

Ｃグループ：屋根付きテントの
　　　　　　作成（2張り）

若草町・手取町・井関町

Ｄグループ：組立トイレ・囲い
　　　　　　の作成（２ヶ所）

平加町・長屋町・末正町

○白山市北消防団蝶屋分団
  消防操法実演

午前１１時
３０分 　参加者全員が小学校グランドに移動し、消防団活動を見学する。

○閉会の挨拶
午前１１時
４５分 　まちづくり会議会長のあいさつ

C A

ス
テ
ー
ジ

訓練配置図

D Ｂ

（２）訓練会場

　蝶屋公民館及び蝶屋小学校体育館、グランド等

　　　　　　　　　　　　　５　訓練中止の判断

ア 大雨等による警報等発令又は発令が予想される場合は、中止とします。なお、午前７時３０分頃に実
　施有無について防災行政無線で放送します。

イ 各町内に於いて火災の発生や緊急事態等が発生した場合は､各自主防災会の訓練は原則中止とします。
　なお、中止の場合は報告をお願いします。
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別紙

聞き取り内容

「⾝を守る⾏動」訓練⾏動チェック表

 その時あなたはどこにいましたか

参加人員 大人　 　　人　子ども　 　　人　計　 　　　人
概ねの

不参加人員 　　　人

　　要支援者への声掛け 有　　・　　無 有の場合 　　　人

　　　　　町自主防災会防災訓練情報連絡報告書（訓練開始から３０分内報告）

令和5年10月22日

報告者名 報告時刻 　時 　分 報告種別 電話・FAX・使途・その他

※要支援者情報等
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被　災　状　況

建物等の損壊 有（概ね　　箇所）・　無

火災の発生 有（概ね　　棟）　・　無

負傷者の発生 有（概ね　　人）　・　無

要救助者の発生 有（概ね　　人）　・　無

道路の損壊

出来た
出来な
かった

結果

屋内 屋外

出来た
出来な
かった

訓練⽤の緊急地震速報⾳に代わる放送⼜はサイレン⾳が聞こえましたか。

 あわてずに⾝の安全を守る⾏動がきましたか

 安全な場所へ⾝を隠す避難ができ、そのまま留まることができましたか

有（概ね　　箇所）・　無

その他報告事項

⼀次⼜は⼀時避難場所等に集結（参集）した町⺠に、
班⻑等は次の項⽬の聞き取りを⾏ってください、。

聞こえた
聞こえな
かった



○○町自主防災会防災訓練実施計画書

令和５年　　月　　日

その他必要事項

4

　　消 防 署・団 の 派 遣 　　　有（消防署・消防団）　・　　無

　　訓 練 の 種 類

□　消火訓練　　□　避難訓練　　□　身を守る訓練　　□　通報訓練

□　救命講習　　□　応急手当　　□　地震体験　　　　□　ビデオ視聴

□　消火栓・防火水槽点検　　　　□　その他（　　　　　　　　　）

　　実 施 日 時 年　　月　　日（　　）　　時　　分　～　　　時　　　分

　　実 施 場 所

　　参 加 予 定 人 員 　　　合計　　　　　人　（大人　　　　人　子ども　　　　人）



　○　家の中にいるとき

　下にもぐりこめる丈夫な机がある、周辺に
落ちてきそうなものや倒れそうな家具が無い
場所がある等、安全な場所を確認

・頭を保護し、丈夫な机の下など安全
　な場所に避難して下さい。
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シェイクアウト訓練（身を守る行動）

・あわてて外に飛び出さないで下さい。

・無理に火を消そうとしないで下さい。

　○　屋外にいるときは

・ブロック塀の倒壊等に注意して下さい。

・看板や割れたガラスの落下に注意して下さい。

・丈夫なビルのそばであれば、ビルの中に避難
　して下さい。


